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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアルの内容 

本マニュアルは、4つのセクションで構成されています。 

1. 開発ボードの機能とハードウェアリソースの概要。 

2. 開発ボード上のハードウェア回路の機能およびピンの割り当ての説明。 

3. 開発ボードの使用上の注意事項。 

4. FPGA開発ソフトウェアの使用。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターのホームページ www.gowinsemi.com/jaか

ら、以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

1. GW1Nシリーズ FPGA製品データシート(DS100) 

2. GW1Nシリーズ FPGA製品パッケージ及びピンアウト ユーザーガイ

ド(UG103) 

3. GW1N-9デバイス Pinout(UG801) 

4. Gowin FPGA製品プログラミング・コンフィギュレーション ユーザー

ガイド(UG290) 

5. Gowinソフトウェア ユーザーガイド(SUG100) 

1.3 用語、略語 

本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を表 1-1に示し

ます。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

ALU Arithmetic Logic Unit 算術論理演算装置 

https://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/UG103J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/UG801J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/UG290J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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用語、略語 正式名称 意味 

BSRAM Block Static Random Access Memory ブロック SRAM 

CFU Configurable Function Unit 
コンフィギャラブル

機能ユニット 

CLS Configurable Logic Section 
コンフィギャラブル

論理セクション 

CRU Configurable Routing Unit 
コンフィギャラブル

配線ユニット 

DCS Dynamic Clock Selector 
ダイナミック・クロッ

ク・セレクタ 

DLL Delay-locked Loop 遅延同期回路 

DP Dual Port デュアル・ポート 

DQCE Dynamic Quadrant Clock Enable 

ダイナミック・クォド

ラント・クロック・イ

ネーブル 

DSP Digital Signal Processing デジタル信号処理 

EQ144 EQFP144 EQFP144パッケージ 

FPGA Field Programmable Gate Array 

フィールド・プログラ

マブル・ゲート・アレ

イ 

IOB Input/Output Block 入出力ブロック 

LUT4 4-input Look-up Table 
4入力ルックアップテ

ーブル 

LUT5 5-input Look-up Table 
5入力ルックアップテ

ーブル 

LUT6 6-input Look-up Table 
6入力ルックアップテ

ーブル 

LUT7 7-input Look-up Table 
7入力ルックアップテ

ーブル 

LUT8 8-input Look-up Table 
8入力ルックアップテ

ーブル 

PLL Phase-locked Loop 位相同期回路 

PSRAM Pseudo Static Random Access Memory 擬似 SRAM 

REG Register レジスタ 

SDP Semi Dual Port 
セミ・デュアル・ポー

ト 

SDRAM Synchronous Dynamic RAM 
同期ダイナミック

RAM 
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用語、略語 正式名称 意味 

SIP System in Package 
システムインパッケ

ージ 

SP Single Port シングル・ポート 

SSRAM Shadow Static Random Access Memory 分散 SRAM 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供してい

ます。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わ

せください。 

ホームページ：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2開発ボードの紹介 

2.1 概要 

図 2-1 DK_START_GW1N-LV9EQ144C6I5_V2.1開発ボード 

 

 

この開発ボードは、GOWIN GW1N-9 FPGAデバイスを使用していま

す。GOWINセミコンダクターLittleBeeファミリーの第一世代製品である

GW1Nシリーズ FPGA製品は、システムインパッケージ・チップで、低消

費電力、インスタントオン、低コスト、不揮発性、高安全性、豊富なパッ

ケージタイプ、使い易さ等の特徴を備えています。 

開発ボードには、MIPI/LVDSインターフェース、GPIOインターフェ

ース、スライドスイッチ、キースイッチ、LED、クロック、リセットなど、

ユーザーが利用可能な豊富な外部インターフェースとリソースがあります。 
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2.2 開発ボードキット 

開発ボードキットには次のものが含まれます。 

 DK_START_GW1N-LV9EQ144C6I5_V2.1開発ボード 

 USBケーブル 

図 2-2開発ボードキット 

2

1

 

 

① DK_START_GW1N-LV9EQ144C6I5_V2.1

開発ボード 

② USBケーブル 
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2.3 PCBのコンポーネント 

図 2-3 PCBのコンポーネント 

2.5 V 1.2 V 3.3 V LVDS/MIPI Key

FPGA 

Download 

5V IN

OSC

FPGA

LED

LVDS/MIPILVDS/MIPIGPIO

Switch

GPIO

 

2.4 ブロック図 

図 2-4ブロック図 

4*LED2*SWITCH
OSC 

50MHz

5Pairs 

LVDS/MIPI 

INPUT

2*BUTTON

10Pairs 

LVDS/MIPI 

OUTPUT

20PIN 

GPIO

FPGA 

Mini USB Interface

40PIN 

GPIO

GW1N-

LV9EQ144C6/I5

5V LDO

1.2V/2.5V/3.3V
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2.5 特徴 

開発ボードの構造と特徴は次のとおりです。 

1. FPGA 

 EQFP144パッケージ 

 120本のユーザーI/O 

 パワーオフしてもデータが失われないオンチップ Flash 

 豊富な LUT4リソース 

 マルチモード、大容量の BSRAM 

2. FPGAコンフィギュレーション・モード 

 JTAG 

 AUTO BOOT 

3. クロックリソース 

50MHzのクロック用水晶発振器 

4. キースイッチとスライドスイッチ 

 2つのキースイッチ 

 2つのスライドスイッチ 

5. LED 

 1つの電源インジケータ(緑色) 

 1つの DONEインジケータ(緑色) 

 4つの LED(緑色) 

6. メモリ 

1Mビットのオンチップ Flash 

7. MIPI/LVDS 

5ペアの MIPI/LVDS差動入力、10ペアの MIPI/LVDS差動出力 

8. GPIO 

55本の拡張 I/O 

9. LDO電源 

3.3V、2.5V、1.2Vの電源を供給
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2.6 仕様 

表 2-1開発ボードの仕様 

番号 項目 機能の説明 技術的条件 備考 

1 FPGA コアチップ – – 

2 
ダウンロー

ド 

USBインターフェース

をサポート。JTAG、

AUTOBOOTをサポー

ト 

ボード上にUSB-JTAGモジュ

ールを統合 
– 

3 電源 

LDO回路を介した 3.3 

V、2.5V、および 1.2V

出力 

 入力電源：5V 

 5V–3.3V回路が FPGA、

ダウンロード回路、その

他の回路に電源を供給。 

 5V-2.5V回路が FPGAに

電源を供給。 

 5V–1.2V回路が FPGA

に電源を供給。 

– 

4 
スライドス

イッチ 
テスト用 2個 – 

5 
キースイッ

チ 
テスト用 2個 – 

6 LED 
テストの指示、DONE

の指示、電源の指示 

 4つのテストインジケー

タ、緑色 

 1つの DONEインジケー

タ、緑色 

 1つの電源インジケー

タ、緑色 

– 

7 水晶発振器 
FPGAに 50MHzのクロ

ックを提供 
5032パッケージ – 

8 メモリ 
豊富な Flashリソース

を提供 
1MビットのオンチップFlash – 

9 GPIO 拡張・テスト用の I/O 55個  – 

10 MIPI/LVDS テスト用の MIPI/LVDS 5ペアの入力、10ペアの出力 – 

11 保護 
USBインターフェー

ス：ESD保護。 

USBインターフェース：ESD

保護：±15kVの非接触放電、

±8kVの接触放電。 

– 

12 電圧 – 入力電圧 5V – 

13 湿度 – 95% – 
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番号 項目 機能の説明 技術的条件 備考 

14 温度 – 動作範囲：-20°~70° – 
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3開発ボードの回路 

3.1 FPGAモジュール 

概要 

GW1NシリーズFPGA製品の詳細については、『GW1NシリーズFPGA

製品データシート(DS100)』を参照してください。 

I/O BANKの説明 

詳しくは、『GW1Nシリーズ FPGA製品パッケージ及びピンアウト ユ

ーザーガイド(UG103)』を参照してください。 

3.2 ダウンロード 

3.2.1 概要 

開発ボードは USBダウンロードインターフェースを提供しています。

ダウンロードの際は、必要に応じてオンチップ SRAMまたはオンチップ

Flashにダウンロードできます。 

注記： 

 SRAMにダウンロードする場合、パワーオフするとデータストリーム・ファイルが失

われるため、再パワーオンした後にデータストリーム・ファイルを再度ダウンロード

する必要があります。 

 Flashにダウンロードする場合、パワーオフしても、データストリーム・ファイルが

失われることはありません。 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
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3.2.2 USBダウンロード回路 

図 3-1 USBを介したダウンロードの接続図 

TMS_FTDI

TCK_FTDI

TDI_FTDI

TDO_FTDI

USB-to-JTAG 

Chip

USB_D+

USB_D-

14

13

16

18

U1

U17

GW1N-

LV9EQ144C6I5

 

3.2.3 ダウンロード手順 

USBダウンロードケーブルを開発ボードの USBインターフェース

(J6)に挿入し、Programmerを開いて SRAM modeまたは Embedded flash 

modeを選択してビットストリームファイルを SRAMまたは Flashにダウ

ンロードします。  

3.2.4 ピンの割り当て 

表 3-1 FPGAのダウンロードピンの割り当て 

信号名 FPGAのピン番

号 

BANK 説明 I/O電圧レベル 

TMS_FTDI 13 3 JTAG信号 3.3V 

TCK_ FTDI 14 3 JTAG信号 3.3V 

TDI_ FTDI 16 3 JTAG信号 3.3V 

TDO_ FTDI 18 3 JTAG信号 3.3V 

MODE0 144 3 モード選択ピン 3.3V 

MODE1 143 3 モード選択ピン 3.3V 

RECONFIG_N 20 3 RECONFIG_N 3.3V 

DONE 21 3 DONEの指示 3.3V 

READY 22 3 READY 3.3V 
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3.3 電源 

3.3.1 概要 

USBインターフェースを介して入力される電源DC5Vは、TI社の LDO

電源チップを採用し、5V-3.3V、5V-2.5V、5V-1.2Vの変換を実現します。 

3.3.2 電源システムの割り当て 

図 3-2電源の割り当ての説明図 

USB 

Interface

DC 5V Input

TPS7A7001

LDO

1.2V

TPS7A7001

LDO

3.3V

TPS7A7001

LDO

2.5V

USB-to-JTAG

（FT2232）

Key & LED& Reset 

&

Switch & VCCO3

FPGA VCCO2

(LVDS)

FPGA VCCX & 

VCCO0

 & VCCO1

FPGA  VCC

FPGA VCCO2 & 

VCCO0

 & VCCO1

(MIPI)
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3.3.3 電源ピンの割り当て 

表 3-2 FPGAの電源ピンの割り当て 

信号名 FPGAのピン番号 BANK 説明 
I/O電圧レベ

ル 

VCCO0 109、127 0 I/O Bank電圧 2.5V/1.2V 

VCCO1 91、103 1 I/O Bank電圧 2.5V/1.2V 

VCCO2 37、55 2 I/O Bank電圧 2.5V/1.2V 

VCCO3 5、19 3 I/O Bank電圧 3.3V 

VCCX 31、77 - 補助電圧 2.5V 

VCC 1、36、73、108 - コア電圧 1.2V 

VSS 
2、17、33、35、53、

74、89、105、107 
- GND - 

 

3.4 クロック 

3.4.1 概要 

開発ボードには、PLL入力ピンに接続され、FPGAの内部 PLL入力と

して使用できる 50MHzの水晶発振器があります。必要なクロックを PLL

による逓倍及び分周で出力できます。 

3.4.2 クロック 

図 3-3クロック回路 

106FPGA_CLK

U1

X2

GW1N-

LV9EQ144C6/I5
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3.4.3 ピンの割り当て 

表 3-3 FPGAのクロックピンの割り当て 

信号名 FPGAのピン番号 BANK 説明 
I/O電圧レ

ベル 

FPGA_CLK 106 1 
50MHzの水晶発振器

入力 
2.5V/1.2V 

3.5 LED 

3.5.1 概要 

開発ボードにはステータスを表示できる4つの緑色のLEDがあります。

また、電源と FPGAのロードを確認するために、それぞれ 1つの LEDが

用意されています。 

LEDは次の方法でテストできます。 

 FPGAの対応するピンの出力信号が Lowの場合、LEDが点灯します。 

 出力信号が Highの場合、LEDがオフになります。 

3.5.2 LED回路 

図 3-4 LED回路 

LED1 100

LED2 101

LED3 102

LED4 104

VCC2P5

F_LED1

F_LED2

F_LED3

F_LED4

U1

GW1N-

LV9EQ144C6/I5

 

3.5.3 ピンの割り当て 

表 3-4 LEDのピンの割り当て 

信号名 FPGAのピン番

号 

BANK 説明 I/O電圧レベ

ル 

F_LED1 100 1 LED1 2.5V/1.2V 

F_LED2 101 1 LED2 2.5V/1.2V 

F_LED3 102 1 LED3 2.5V/1.2V 
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信号名 FPGAのピン番

号 

BANK 説明 I/O電圧レベ

ル 

F_LED4 104 1 LED 4 2.5V/1.2V 

3.6 スイッチ 

3.6.1 概要 

開発ボードには、テスト中に入力を制御するために使用できる 2つの

スライドスイッチがあります。 

3.6.2 スイッチ回路 

図 3-5スイッチ回路 

SW1

95

VCC2P5/

VCC1P2

U1

F_SW1

GW1N-

LV9EQ144C6/I5

SW2

94F_SW2

 

3.6.3 ピンの割り当て 

表 3-5スイッチのピンの割り当て 

信号名 
FPGA のピン番

号 
BANK 説明 

I/O 電圧レベ

ル 

F_SW1 95 1 
スライドスイ

ッチ 1 
2.5V/1.2V 

F_SW2 94 1 
スライドスイ

ッチ 2 
2.5V/1.2V 
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3.7 キー 

3.7.1 概要 

開発ボードには、入力を制御するために使用できる 2つのキースイッ

チがあります。ユーザーは手動で対応する FPGAピンに Lowレベルを入力

できます。 

3.7.2 キー回路 

図 3-6キー回路 

99

98

KEY1

KEY2

U1

F_KEY1

F_KEY2

GW1N-

LV9EQ144C6/I5

VCC3P3

 

3.7.3 ピンの割り当て 

表 3-6キーのピンの割り当て 

信号名 
FPGA のピン番

号 
BANK 説明 

I/O 電圧レベ

ル 

F_KEY1 99 1 KEY1 2.5V/1.2V 

F_KEY2 98 1 KEY2 2.5V/1.2V 
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3.8 GPIO 

3.8.1 概要 

機能拡張とテストのために、1つの 2.54mmピッチ DC3-20Pソケット

および 1つの 2.54mmピッチ DC3-40Pソケットが開発ボードに予約され

ています。 

3.8.2 GPIO回路 

図 3-7 GPIO回路 

1

3

5

7

9

2

4

6

8

10

11

13

15

17

19

12

14

16

18

20

H_A_IO1

H_A_IO3
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3.8.3 ピンの割り当て 

表 3-7 J14 GPIOのピンの割り当て 

信号名 FPGAのピン番

号 

ソケットの

ピン番号 

BANK 説明 I/O電圧

レベル 

H_A_IO1 139 1 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO2 140 2 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO3 141 3 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO4 142 4 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO5 3 5 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO6 6 6 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO7 7 7 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO8 8 8 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO9 9 9 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO10 10 10 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO11 11 11 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO12 12 12 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO13 15 13 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO14 23 14 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO15 24 15 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO16 25 16 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO17 26 17 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO18 27 18 3 汎用 I/O 3.3V 

H_A_IO19 28 19 3 汎用 I/O 3.3V 

GND - 20 - GND - 

 

表 3-8 J13 GPIOのピンの割り当て 

信号名 FPGAのピン番

号 

ソケットの

ピン番号 

BANK 説明 I/O電圧レ

ベル 

H_B_IO1 132 1 0 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO2 131 2 0 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO3 130 3 0 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO4 129 4 0 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO5 128 5 0 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO6 126 6 0 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO7 88 7 1 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO8 87 8 1 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO9 86 9 1 汎用 I/O 2.5V/1.2V 
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信号名 FPGAのピン番

号 

ソケットの

ピン番号 

BANK 説明 I/O電圧レ

ベル 

H_B_IO10 85 10 1 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO11 84 11 1 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO12 83 12 1 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO13 82 13 1 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO14 81 14 1 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO15 80 15 1 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO16 79 16 1 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO17 68 17 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO18 69 18 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO19 72 19 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO20 75 20 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO21 44 21 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO22 45 22 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO23 48 23 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO24 49 24 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO25 65 25 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO26 64 26 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO27 61 27 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO28 60 28 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO29 57 29 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO30 56 30 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO31 54 31 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO32 52 32 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO33 32 33 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO34 34 34 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO35 40 35 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

H_B_IO36 41 36 2 汎用 I/O 2.5V/1.2V 

VCC3P3 - 37 - 3.3V - 

GND - 38 - GND - 

VCC3P3 - 39 - 3.3V - 

GND - 40 - GND - 
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3.9 MIPI/LVDS 

3.9.1 概要 

MIPI/LVDS入出力性能のテストと高速データ通信のために、4つの 2.0 

mmピッチ DC3-20Pソケットが開発ボードに予約されています。最大 5

ペアの差動入力および 10ペアの差動出力をサポートします。 

3.9.2 MIPI/LVDS回路 

図 3-8 MIPI/LVDS回路 
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3.9.3 ピンの割り当て 

表 3-9 J15 FPGAのピンの割り当て(IDES16：1をサポート) 

信号名 
FPGA 

ピンの番号 

ソ ケ ッ

ト 

ピ ン の

番号 

BANK 説明 I/O電圧レベル 

F_LVDS_A1_P 136 1 0 差動入力チャンネル 1+ 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_A1_N 135 2 0 差動入力チャンネル 1- 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

GND - 3 - - - 

GND - 4 - - - 

F_LVDS_A2_P 134 5 0 差動入力チャンネル 2+ 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_A2_N 133 6 0 差動入力チャンネル 2- 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

GND - 7 - - - 

GND - 8 - - - 

F_LVDS_A3_P 125 9 0 差動入力チャンネル 3+ 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_A3_N 124 10 0 差動入力チャンネル 3- 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

GND - 11 - - - 

GND - 12 - - - 

F_LVDS_A4_P 123 13 0 差動入力チャンネル 4+ 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_A4_N 122 14 0 差動入力チャンネル 4- 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

GND - 15 - - - 

GND - 16 - - - 

F_LVDS_A5_P 115 17 1 差動入力チャンネル 5+ 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_A5_N 114 18 1 差動入力チャンネル 5- 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 
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信号名 
FPGA 

ピンの番号 

ソ ケ ッ

ト 

ピ ン の

番号 

BANK 説明 I/O電圧レベル 

GND - 19 - - - 

GND - 20 - - - 

表 3-10 J16 FPGAのピンの割り当て(OSER16：1をサポート) 

信号名 
FPGA 

ピンの番号 

ソ ケ ッ

ト 

ピ ン の

番号 

BANK 説明 I/O電圧レベル 

F_LVDS_B1_P 29 1 2 差動出力チャンネル 1+ 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_B1_N 30 2 2 差動出力チャンネル 1- 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

GND - 3 - - - 

GND - 4 - - - 

F_LVDS_B2_P 38 5 2 差動出力チャンネル 2+ 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_B2_N 39 6 2 差動出力チャンネル 2- 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

GND - 7 - -  

GND - 8 - -  

F_LVDS_B3_P 42 9 2 差動出力チャンネル 3+ 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_B3_N 43 10 2 差動出力チャンネル 3- 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

GND - 11 - -  

GND - 12 - -  

F_LVDS_B4_P 46 13 2 差動出力チャンネル 4+ 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_B4_N 47 14 2 差動出力チャンネル 4- 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

GND - 15 - -  

GND - 16 - -  
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信号名 
FPGA 

ピンの番号 

ソ ケ ッ

ト 

ピ ン の

番号 

BANK 説明 I/O電圧レベル 

F_LVDS_B5_P 50 17 2 差動出力チャンネル 5+ 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_B5_N 51 18 2 差動出力チャンネル 5- 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

GND - 19 - -  

GND - 20 - -  
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表 3-11 J18 FPGAのピンの割り当て(OSER16：1をサポート) 

信号名 
FPGA 

ピンの番号 

ソ ケ ッ

ト 

ピ ン の

番号 

BANK 説明 I/O電圧レベル 

F_LVDS_B6_P 58 1 2 差動出力チャンネル 6+ 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_B6_N 59 2 2 差動出力チャンネル 6- 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

GND - 3 - - - 

GND - 4 - - - 

F_LVDS_B7_P 62 5 2 差動出力チャンネル 7+ 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_B7_N 63 6 2 差動出力チャンネル 7- 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

GND - 7 - -  

GND - 8 - -  

F_LVDS_B8_P 66 9 2 差動出力チャンネル 8+ 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_B8_N 67 10 2 差動出力チャンネル 8- 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

GND - 11 - -  

GND - 12 - -  

F_LVDS_B9_P 70 13 2 差動出力チャンネル 9+ 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_B9_N 71 14 2 差動出力チャンネル 9- 
2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

GND - 15 - -  

GND - 16 - -  

F_LVDS_B9_P 78 17 2 
差動出力チャンネル

10+ 

2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

F_LVDS_B9_N 76 18 2 
差動出力チャンネル

10- 

2.5V(LVDS)/ 

1.2V(MIPI) 

GND - 19 - -  

GND - 20 - -  
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4開発ボードの使用上の注意 

開発ボードの使用上の注意： 

1. 開発ボードを使用する際は、取り扱いに注意を払い、静電気対策を行

ってください。 

2. Bank2の出力差動ペアをLVDS出力として使用する場合、VCCO2 Bank

電圧を 2.5Vに調整する必要があります。Bank2の出力差動ペアをMIPI

出力として使用する場合、VCCO2 Bank電圧を 1.2Vに調整する必要が

あります。 

3. Bank0の入力差動ペアを LVDS入力に使用する場合、VCCO0 Bank電

圧を 2.5Vに調整する必要があります。Bank0の入力差動ペアを MIPI

入力に使用する場合、VCCO0 Bank電圧を 1.2Vに調整する必要があり

ます。 
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5Gowinソフトウェア 

詳細については、『Gowinソフトウェア ユーザーガイド(SUG100)』

を参照してください。

http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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